
 - 1 -

                            
 

平成 23 年４月 15 日 

各 位 

会 社 名  株式会社セキュアヴェイル 
代表者名  代表取締役社長   米今政臣 

（コード番号 3042  JASDAQ） 
問合せ先  取締役管理本部長 大谷嘉夫 

（電話 06－6136－0026） 
 

業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 22 年 10 月 29 日に公表しました業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

また、下記の通り特別損失を計上いたしますので、併せてこれをお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 23 年 3 月期業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,180 

百万円

30

百万円

29

百万円 

20 

円 銭

617.28

今回修正予想（Ｂ） 941 △111 △111 △238 △7,360.16

増減額（Ｂ－Ａ） △238 △141 △140 △258 ―

増減率（％） △20.2 ― ― ― ―

(ご参考)前期実績 

(平成 23 年 3月期) 
1,166 △23 △28 △31 △1,086.40

 

２．修正の理由 

 情報セキュリティ業界においては、経済状況が不透明なことに起因する設備投資に対する慎重な姿勢から、

設備投資の検討が事業年度末に集中している事に加え、平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災の影響

により、投資意欲がさらに減退しております。そのため、当社においては、上半期に展示会やセミナーで獲

得したターゲット案件が、逸失または来期へずれ込む結果となり、商品売上高が前年同期比 156,840 千円減

の 357,330 千円、サービス収入が前年同期比 67,905 千円減の 584,029 千円となる見込みであります。 

以上により、売上高が前年同期比 224,746 千円減の 941,359 千円、売上総利益が前年同期比 125,135 千円

減の 266,056 千円と前回予想を大きく下回る見込みであるため、業務の効率化やコスト削減による販売費及

び一般管理費の低減は売上高の未達をカバーすることができず、営業利益、経常利益につきましても前回予
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想を大きく下回る見込みであります。 

 また、当期純利益につきましては、「３．特別損失の計上について」に記載のとおり、当第４四半期にお

いて特別損失を計上することから、前年同期比 206,680 千円減の 238,469 千円の当期純損失となる見込みで

あります。 

 

３．特別損失の計上について 

 当社を取り巻く環境は、経済状況の悪化により、投資意欲の減退や大口案件の減少、設備投資のクラウド

コンピューティングへの移行など、スポット取引は縮小する傾向にあり、当社の主要な売上であるセキュリ

ティプロダクト販売については、当面厳しい状況が続くものと予測されます、その反面、安価にサービスを

受けることの出来る SaaS 型サービスについては、今後追い風になると想定しており、ストック型サービス

である監視運用サービスについては、ゆるやかな伸びが期待されます。 

 これらの状況を慎重に検討した結果、赤字体質の脱却のためにはより一層の固定費削減を図る必要がある

との結論に達したため、本社事務所の縮小と、東海ブランチの西日本営業グループへの統合による発展的な

廃止を行うことといたしました。 

 この決定に従い、第 11 期以降の計画について慎重に検討を重ね、本日開催の取締役会において「固定資

産の減損に係る会計基準」に基づき資産の将来の回収可能性、評価額について精査した結果、固定資産の減

損損失 118,070 千円を特別損失に計上することといたしました。 

 当第４四半期会計期間において特別損失を計上する資産及び資産グループについては、以下のとおりです。 

（単位：千円）                   

資産グループ 種   類 金  額 

Ｍ Ｓ Ｓ Ｐ 建物 7,275 

 工具、器具及び備品 10,889 

 ソフトウェア 32,798 

 未経過リース料 24,538 

 小   計 75,500 

共 用 資 産 建物 23,162 

 車両運搬具 283 

 工具、器具及び備品 2,598 

 ソフトウェア 4,533 

 電話加入権 241 

 長期前払費用 869 

 未経過リース料 10,881 

 小   計 42,570 

合   計 118,070 

 

（注） 本資料に掲載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算出

したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。  

 

以上 


